
カウンセリング・マインド  

広島市教育センター所長 貞 金  明   

発言を求めるのですか。少し黙って、待った  

らどうですか」とわたしの司会ぶト）を宕めら  

れました。進行役としての当然の促しに水を  

さすようなF教授の忠告に私は、その時、少々  

不満を持ちました。しかし、今にして思えば、  

これは、どういう場面であれ、つまー）、対象  

が教師であれ、児童・生徒であれ、また、授  

業であれ、相談活動であれ、私のなかに相手  

の反応を性急に求める姿勢が存在することを  

見抜いての、時を得た助言であったのではな  

いかと受けLLめております。   

子どもを理解することは、教育において最  

も大切なことであります。子どもをよく理解  

することにより、一人ひとりの子どものどこ  

を生かし、どのように伸ばすべきかが明らか  

になるからです。   

ところが、子どもを本当に理解することは  

なんと難しいことでありましょう。   

子どもを目の前にすると、あの手、この手  

を使って子どもの内側を性急に探りだそうと  

する気負いが生まれます。カウンセリング・  

マインドとは、一つにもっと虚心担懐に子ど  

もの自発∵内発を待つ心ではないでしょうか。  

「いじめ」「登校拒否」な  

ど、子どもの問題行動をめ  

ぐって、子どもの内面に迫る指導が強調され  

るなかで、わたしたち教育に携わる者の間で、  

「カウンセリング・マインド」ということば  

がよく口にされておI）ます。  

「カウンセリング・マインド」はcounseling  

とnlilldとを結んで作られた即製英語だといわ  

れていますが、それぞれのことばから推測さ  

れる意味は、さしずめ、「カウンセリングの心  

を生かした態度」ということになるのでしょ  

1。   

これは、ずいぶん以前の話ですが、生徒指  

導担当者の研究協議会を開いた時のことです。  

助言者として出席いただいていたF教授の講  

話の後、進行役であった私は、型どおりのこ  

とばを添えて出席者の質問や意見を求めまし  

た。当然ながら 、すぐには反応はありません。  

その時の私には10秒間の沈黙に耐えることが  

できませんでした。「何かありませんか」、「ど  

んなことでも結構です」、「どうぞ」など、出  

席者の発言を促しました。   

その時です。F教授は「なぜ、いらいらと  
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広島市教育センターでは当面する緊要な教育課題をとらえ、研究協力員の先生方の協力を得  

ながら共同研究を行っています。今個は「自己教育力」に関する共同研究の概要を紹介します。  

子どもたちの自己教育力育成をめざした家庭や地域社会との連携方策   

この研究は、自己教育力と家庭や地域社会  

における子どもたちの諸体験との関連を分析・  

考察し、そこから自己教育力を育成する学校  

教育の方向をまとめるとともに、具体的な実  

践事例をもとに、自己教育力の土台となる家  

庭や地域社会における諸体験の拡大万策を探  

ろうとしたものである。  

子」と呼ばれる今の子どもたちが、現在以上  

に急激な変化の予測される21世紀の社会をた  

くましく生き抜いていけるだろうかという危  

機感がある。   

この研究では、日」教育力を「他と♂）かか  

わりの中で自己の成長を図りながら、たくま  

しく生きていく力」ととらえ、その行動条件  

として、「自発」「自力」「自主」「自律」「自信」  

「自活」を設定した。図1は、自己教育力グ）  

行動条件とf・どもの具体的な行動の姿をまと  

めたものである。  

自己教育力とは   

今日、学校教育に自」教育力の育成が求め  

られている背景には、「心身ともにひ弱い現代っ  

子どもの具体的な行動の姿（小学校高学年をめやすに）  
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以上のように、自己教育力は六つの行動条  

件で構成されている。その中核には自発、自  

力があり、次の層には、自発、自力を支え、  

推進するものとして自主、自律、自信がある。  

そして、最後に自活ということになるだろう。  

これらの中では、おそらく自発、自力を重点  

として取り組むことになるであろう。  

自己教育力の土台となる家庭や地域社会にお  

ける諸体験   

人間性豊かな子どもを育てるための少年期  

の発達課題は「活動性」ということにある。  

人間的総合力である自己教育力の育成におい  

ても、少年期の発達課題「活動性」の適時達  

成を抜きにしては考えられない。ニの点を考  

慮に人れながら、子どもたちの自己教育力の  

土台となる家庭や地域社会における諸体験を  

次のように考えた。  

図2 今の子どもたちの姿  

自己教育力と家庭や地域社会における諸体験   

子どもたちの自己教育力と家庭や地域社会  

における諸体験との関連を探った。その結果  

自己教育力は、ごの体験ともかなー）強い相関  

があることがわかった。なかでも、自然や社  

会、人間との心情的なかかわり休験は、最も  

強い相関を示していた。   

確かな自己教育力の土台を構築するために  

は、例えば、ナ戻を流して喜んだり、寝られな  

いほどくやしかったりするような情意を伴っ  

た自然や社会、人間とのかかわり体験を子ど  

もたちの世界に取ー）戻さなければならない。  

学校教育の取り組むべき方向   

自己教育力の土台となる家庭や地域社会に  

おける諸体験を子どもたちの世界に取り戻す  

ことは、決して不可能なことではない。今こ  

そ学校が中心となり、家庭や地域社会を巻き  

込んだ取り組みを展開Lなければならない。   

具体的には、次のような取り組みの方向が  

考えられる。  

Ⅰ型 積極的に学校の教育活動の中に家庭や  

地域社会における諸体験を位置づける  

ⅠⅠ型 学校が意図的、計画的に家庭に働きか  

ける  

ⅠⅠⅠ型 学校が主導権をもちつつ、家庭や地域  

社会と連携・協力して教育活動をすすめ  

る   

研究協力員所属の9小学校でそれぞれの型  

に基づいた実践研究をすすめ、そこから実践  

上の手だてを明らかにした。詳細は、広島市  

教育センター『研究紀要」1第8号（昭和63年  

6月発行）を参照していただきたい。  

（「自己教育力」共同研究グループ）   

・人間関係体験 ・自然体験 ・社全体験  

・基本的生活習慣、自主的生活態度  

・親との対話 ・親の自己教育力   

図2は、rどもたちが確かな自己教育力の  

仁台を築〈ために必要と思われる家庭や地域  

社会における諸体験に、知的経験（間接経験）  

を加えて構成したものである。   

子どもたちはいろいろな体験を幅広く積み  

重ねる中で、自」教育力の土台となる力を我  

がものとする。このような状態であれば、知  

的経験も幅広く豊かな生活体験と結びついて  

より確かなものになっていく。左側のような  

安定した三角形の構造こそ、望ましい子ども  

たちの姿といえる。   

ところが、現実には子どもたちの育つ環境  

の大きな変化の中で、右側の図のように知的  

経験が肥大化し、逆に色々な体験が乏しくな  

り、逆三角形のような構造になってしまった  

のが、今の子どもたちの姿ではなかろうか。  

不安定な逆三角形の倒壊を防ぐには、どうし  

ても大人の指示や管理が必要となる。  
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お こ た え し ま す  

④   
教育相談室から  

家庭との連携について  ます。子どものことを思っての報告ですが、   

それを聞く家族は、学校での出来事に対し   

てどうしてよいかわからず、ただ先生に「申   

し訳ありません」「す．みません」としか言い   

ようのないことも多くみられます。  

ニれらの結果、豪族の不安や困惑の矛先   

はA君にド］」けられ、それがたひ＼亭なるに従っ   

て、A君は先′巨に対して反発感、拒否感を   

感じるようになってきたと考えられます。  

このように、先生の関わり万によって、家   

族に心理的な動揺が昆J〕れ、それがA君に   

影響していることも考えノ〕れます。  

¢以上のことは、ノ家庭とこ「コミュニケーショ   

ンが不足している時によく起二ります。  

し〕信頼関係の形成  

問題が起きた時の訪問や連絡烏しにくい   

ものです。よいことの報告は、教師にと一）   

ても家族にとってもうれしいことであり、   

相互に心打ち解けて話し合える契機となる   

ものです。日頃かご〕こうした機会を通して   

十分な信相関係をつくっておくことが大切   

です。  

0 指導より理解  

子どもの示す問題行動は、家庭の事情や   

人間関係などが複雑に絡んで現れてきたも   

ので十。まず、それをト分に≡曙解すること   

か大切です。そのためには、それを指摘す   

るだけの指導ではなく、家庭での様子等を   

よく聞く姿勢が求められます。  

○ 規と教師は同じ立場  

親はややもすると弱い立場に立ちやすい   

ものです。家庭の悩みを親身になってそけ   

止め、家庭と学校とが共に考え、解決して   

いくことが大切です。  

広島市教育センター指導主事 長谷川 尚徹   

日頃の言動に心配のあるA君（中学  

）のことで家庭と連絡をとったり、  

庭訪問をしたりしたのですが、本人  

嫌がります。どのようにすればよい  

A 学校と家庭との連携は、なくてはならな   

いものです。子どもの教育は家庭の協力を   

得て、より・層効果か上がります。しかし、   

無理をして教育的効果を才員ねては何にもな   

りません。そこで、A君が嫌がる理由を考   

えてみましょう。  

0 一方的な指導や助言  

例えば、先生がA君の家庭でのしつけの   

仕方や接し方に問題を感じ、それについて、   

家族にもっとA君の言動に注意をするよう、   

いろいろ要求したり指導したりすることが   

あります。  

豪族は、それまでA君のことを放ってい   

たとは限らず、A君のことを考え、努力し   

ていることもあり、そのうえ、先生から「あ   

あしてください」「こうしてください」と言   

われると、ますます負担に感じることかあ   

ります。また、先生の肋言か家庭の事情や   

状況によって、うまくあてはまらない場合   

には、家族はどうしてよいかわからなくな   

ることもあります。  

○ 外見的な事実の報告  

または、学校での出来事やA君の行為を   

そのまま、「学校では、こうでした」「今日   

は、こんなことをしました」と報告する場   

合があー）ます。  

その報告がよいことならいいのですが、   

得てして悪いことの方が優先しがちになり  
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マイクロコンピュータ教育利用に関する研究  

広島布教育センターーでは、高度情報化社会に対応した教育の進め方を探るために、研究プロジェ  

クトチームを組織し、コンピュータ教育利用の在り方についての基礎的な研究を行ってきました。   

二のたび、第2年次の研究がまとまりましたので、その概要を紹介します。   

第2年次の研究にあた／ノては、第1年次の  

研′完成果をふまえ、「コンピュータが授業へど  

グ）ように利用できるのか」を視点として、校  

種別に研究主題を設定して取り組んだ。  

中学校 「授業へのコンピュータ利用」   

数学，理科の学習を中心に，コンピュータ  

の利用形態とその効果的活用を図るためのコー  

スウエアの作成を行った。才覚業ヘコンピュー  

タを利用するためには，良質な学習ソフトが  

必要であり，このソフトには学習者が主休的  

に学習に取り組むことができるように学習内  

容がきめ細かく検討されていなければならな  

い。写真は，数学の1次方程式の「等式の性  

質」をコンピュータによってシミュレートさ  

せ，等式の成り、㌣ちを理解させようとしたも  

のである。二のような良質の学習ソフトを用  

いた柁業の効果は大変高く，生徒が主体的に  

学習する授業となった。  

小学校 「コンピュータに慣れ親しませるた  

めの」OGOの指導」   

′」、て二′仁をコンピュータに慣れ親しませるた  

＿わに∴よ、教科指導上コンビューータを取り入れ、  

教1しヒLて‖いるノブ法グ）ほか、コンピュータ  

にt′］ウナグ）かきたい絵や図咋壬をかかせ、ゲーム  

的に粧1トナる万沃か（f）る。この研究では4年  

′卜かご）6午′トク）肥鞋にⅠノ（）（iO（ロゴ）とい  

引刈町附Jk、ノーソトで、［′r′永けかきたい図形を  

プtブリ、うミングさサ、そン㌻）什蚊過程でコンビュー  

クノ）什骨Lふや樅能、操作沃サ守の程度≡哩解で  

か、圭た、プログラミング  きろ上一＝二なノた  

に一八、てと、’ニり程度君得てうたかを1表れ「】モ」にと  

レゝノえ．と一トヒした。指′；J‡にあたノノては、7時間  

（ノ）指や．車両与什蛇し、蛇管を行／ノた。Ⅴ真は  

6牛牛イ）肥育の什ん1，て、あるが、児章のコン  

ビ∴－一夕に叶う‾る興味・「軌L、は人愛鳥いこと  

か／jこされた。  高等学校 「コンピュータの授業への位置づ  

け」「情報処理ソフトの利用」   

高等学校では，授業へのコンビューータの利  

用及びCへ′1Ⅰ的利問について研究を行一一）た。   

授業への利f削二ついては，フレームの作成  

を中心に数学，理科の学習ソフトを開発した。  

CⅣⅠⅠ的な利用では，主として図書整理の在  

i）方㌢取り上げ，コンピュータを利用し／ニデー  

タグ）入力と検索法を工夫した。   
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今年度前期は次の5名の先生方が，それぞ  

れの専門分野で研修を進めておられます。  

☆国語科教育二山下美保教諭（江液中）   

研修題目：豊かに読み味わう力を育てる文  

学教材の指導  

☆社会科教育：淀瀬俊二教諭（深川小）   

研修題目：作業学習を取り入れ、理解を深  

める社会科学習指導法の研究  

☆算数科教育：木村恵子教諭（戸坂小）   

研修題目：問題づく りを取り入れた算数科  

学習指導法の研究  

☆図画工作科教育：吉元洋子教諭（伴小）   

研修題目：図画工作科において主体的に表  

現に取り組ませるための鑑賞指導とその評価  

☆家庭科教育：小坂三千子教諭（日浦小）   

研修題目：児童の主体的活動を高める家庭  

科指導法の研究  

部  事＃等  職  名  氏  名   才旦 当 業 務  

叫   上主  貞令＋世  両件総括  

ごjこ i云  

理   服部和之  予許、決算、経理等   

ロ  

梢中上事  拙j∴げナ‖川一二教育相談  
裡   

H   

梢中上事   教育相談     、いJ∵√」  
部  修    指専ヰ∵車  軒汀九㍑斗  教育相談          教訓†談H山中稚 

i教甜‖談   

教育相談員  イ1▲「京平i■1二  教育什，凍   

主什指導主事  裾原紘浩郎  部付紐情ノい  

第  仰          指導ニト事  ｝＝ 慧  什会＝、．道悪  

指導 卜事  目安和昭  計数＝、蓑ナ   

育料  
修   関整  指導十事  町け川IJ′・  Ll兄什ト   

部  係情  研修指や牒  申‖牒＝．  教育LT、律  

困苦賓糾壬嘱託  川 半シ、吏  卜て1音容斗某＝系   

十任指導主事  中り道徳  紬＼簗瀬冊J、雷垂  研  教安  指導主事  松溝・r’上付  教育」二苧、辛兄  
第  研  

指導主モ拝  し叫r【略士 理トト   

研  指導」工事  西日達男「ズ桐1二1’廿仁   

修  指導士lき‡▲  越†」丈嗣岬＝   

恨  

研修甘一幸H  加藤良吋］  黍庭H、托術  

☆離退任  

～ 在任中はおせわになりました ～  

植田保之所長（郷土資料館長へ）  

木本寿直主任指導主事（落合東小教頭へ）  

坂本武美指導主事（退職）  

清水孝→教育相談員（退職）  

三浦徳光研修指導員（退職）  」f卜 ご士源稚  

表紙絵 広島市立広瀬小学校長 上河内昌己  

～原爆ドーム～  

題 字 広島市立口田中学校長 多川 清和  

☆就 任  

～ どうぞよろしく ～  

貞金明所長（市教委事務局から）  

松浦克行指導主事（こども文化科学館から）  

佐々木尚美指導主事（安西幼稚園から）  

石原幸江教育相談員（前己斐東小学校長）  

中田昭吾研修指導員（前大町小学校長）  

回匡l回国   
本年度最初の所報をお届けします。今  

回は「自己教育力の育成」と「マイクロ  

コンピュータ教育利用」についての教育  

研究を特集しました。御活用ください。   


